





























































































































































































































































































































































































































































































8 Schwarz in (2011)は,『哲学的实務家」を餐成する観_光 
教青に取りネ队でいる刺列として「批利的親光教ネットワ 
—ク J, fTEF'lj. HNNOT-O.IRJ. FWEB2.0 プラットフオーム」、
「ベスト-エデュケーション‘ネットワークj等を挙げてい
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ピアスーパーバイザーからのコメント
本綸文の特笨すべき点としては、以Fの3点が挙げら 
れる。
最初に,我が国の觇光教宵の現状について、Tribe 
(2002)が提唱するr哲学的実務家」育成カリキュラ 
ムを参照しながら、今後の観光教育の取り組むべき課 
題を明睹にしている点である(特に、「職業上の行 
動』• ■战業に関する反密」•「自由な反省」•「自由な行 
動」という4つの領域の中でもロ本の観光教育におい 
て「自由な行動」は未開拓であるとしている)。
次に、先の課題を略まえながら,「カリキュラム構 
成」とカリキュラムが構築されたとして「本当に哲学 
的実務家が育成されているのか」という二つの実践的 
問題を提起している点が挙げられる。
最後に、カリキュラムにかかわる「教育効果の測 
定J、つまり教育手法について一定の方向性が示され 
ている点である。
本綸文は、咿備的考察とされているが、上記の点で 
優れていると同時に,今後の好本の大学におけ6鋭光 
教育を更に洗練させるための議論を期待したい。
(拘当：組光文化学科田中洋司)
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